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平
成
二
十
九
年
四
月
、

全
国
十
一
自
治
体
の
北
前
船
寄
港
地
・

船
主
集
落
が
「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
、

道
内
で
は
松
前
町
と
函
館
市
が
認
定
地
と

な
っ
た
が
、
来
年
度
、
追
加
認
定
を
実
施

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
道
内
で
は
小
樽
市
と
石
狩
市

が
申
請
中
で
あ
る
。
後
志
沿
岸
部
の
寄
港
地
の
自
治

体
は
日
本
遺
産
に
申
請
し
て
い
な
い
が
、
古
く
か
ら

各
地
の
船
が
出
入
り
し
、
様
々
な
北
前
船
の
遺
産
が

い
ま
も
残
っ
て
い
る
。

今
回
取
り
上
げ
る
積
丹
と
神
恵
内
は
、
本
州
の
北

前
船
主
家
に
の
こ
る
航
海
日
誌
な
ど
の
資
料
に
は
よ

く
登
場
す
る
が
、
現
地
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
に

は
北
前
船
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
記
載
さ
れ

て
お
ら
ず
、
自
治
体
史
を
は
じ
め
郷
土
史
本
で
も
わ

ず
か
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
み
で
、
ゆ
か
り
を
見
つ

け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
現
地
調
査

で
わ
か
っ
て
き
た
北
前
船
の
遺
産
の
一
端
を
紹
介
し

て
み
た
い
。

タイトルパック 北前船艦首模型

右；船磁石
（いずれも小樽総合博物館蔵）

※
北
前
船
に
は
様
々
な
地
域
呼
称
が
あ
り
、
後
志
で
は
「
弁
財
船
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、

本
稿
で
は
特
に
船
型
を
さ
す
場
合
以
外
は
「
北
前
船
」
と
表
記
し
て
い
る
。

川
神
威
岬

神威岬 『積丹町史』（1980）より

現
在
、
絶
景
を
満
喫
で
き
る
後
志

有
数
の
観
光
地
で
あ
る
神
威
岬
は
、
古

く
か
ら
海
上
交
通
の
難
所
で
あ
り
、

様
々
な
伝
説
が
の
こ
っ
て
い
る
が
、

北
前
船
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
場

所
だ
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
。
北
前
船
が
神
威
岬
に
近
づ

く
と
、
「
オ
カ
ム
イ
マ
イ
リ
」
と
い

っ
て
炊
（
カ
シ
キ
）
が
裸
に
な
っ
て
揮

を
締
め
、
腰
に
注
連
縄
を
巻
い
て
、

船
の
へ
り
を
三
度
回
る
と
い
う
風
習

が
あ
っ
た
。
山
口
県
の
角
島
近
く
で

も
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
や
っ
て
い
た

と
い
う
。
こ
の
奇
妙
な
風
習
は
、
難

所
を
無
事
に
通
過
し
た
い
と
い
う
船

員
た
ち
の
願
い
か
ら
生
ま
れ
た
の
だ

ろ
う
。さ

ら
に
重
要
な
の
は
、
神
威
岬

一

帯
が
女
人
通
行
禁
制
の
地
で
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
伝
説
で
は
、
源
義
経

を
慕
っ
て
身
を
投
げ
た
チ
ャ
レ
ン
カ

の
嫉
妬
心
が
女
性
を
乗
せ
た
船
を
転

覆
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、
岬

一
帯
が
女

人
禁
制
の
地
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

追
分
節
に
は
、
「
蝦
夷
地
海
路
の
お
神

威
様
は
口
な
ぜ
に
女
の
足
と
め
る
」
と

い
っ
た
、
女
人
通
行
禁
制
を
強
く
意

船乗りたちの墨書板（運上屋旅館）

識
し
た
歌
調
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。

歴
史
的
に
は
、
元
禄
四
（
一
六
九
一
）

年
、
松
前
藩
が
西
蝦
夷
地
の
神
威
岬

か
ら
北
へ
の
婦
女
子
の
通
行
を
禁
じ

て
い
る
が
、
和
人
が
奥
地
へ
定
住
す

る
こ
と
で
、
ニ
シ
ン
漁
を
は
じ
め
と

し
た
権
益
を
損
な
う
こ
と
を
恐
れ
た

松
前
藩
に
よ
る
規
制
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
安
政
二
（

一
八
五
五
）
年
、
蝦

夷
地

一
帯
が
幕
府
直
轄
下
に
お
か
れ

る
と
女
人
禁
制
は
解
除
さ
れ
、
奥
地

へ
の
定
住
が
進
み
、
北
前
船
で
運
ば

れ
る
生
活
物
資
を
必
要
と
す
る
人
々

が
急
増
し
て
い
っ
た
。

平
成
十
六
（
二

O
O
四
）
年
、
「
積

丹
半
島
と
神
威
岬
」
は
北
海
道
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
。
神
威
岬
の
入
口
に

は
女
人
通
行
禁
制
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

門
が
作
ら
れ
て
い
る
が
、
神
威
岬
と

北
前
船
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
紹
介

し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

凶
船
乗
り
た
ち
の
墨
書
板

積
丹
の
来
岸
町
に
あ
る
運
上
屋
旅

館
に
は
、
北
前
船
の
船
乗
り
た
ち
が

墨
書
し
た
壁
板
が
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
壁
板
は
、
同
町
内
に
あ
る
神

威
神
社
の
拝
殿
の
壁
板
の

一
部
で
あ

り
、
こ
の
地
に
渡
航
し
て
き
た
船
乗

り
た
ち
が
同
神
社
に
参
詣
し
た
際
に

書
い
た
も
の
と
伝
わ
る
。
神
社
の
拝

殿
が
解
体
さ
れ
た
時
、
運
上
屋
旅
館

の
館
主
、
佐
藤
哲
夫
氏
が
こ
れ
ら
を

貰
い
受
け
、
後
世
に
の
こ
す
た
め
に
、

旅
館
の
浴
場
の
壁
板
と
し
て
利
用
す

る
こ
と
に
し
た
。
神
威
神
社
の
拝
殿

内
に
は
佐
藤
氏
が
翻
刻
し
た
墨
書
の

内
容
が
額
装
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
墨
書
の
記
述
を
読
む
と
、
江

戸
時
代
の
北
前
船
の
船
員
た
ち
が
、

来
岸
で
日
和
待
ち
し
な
が
ら
海
上
安

全
の
願
い
を
込
め
て
書
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。
上
ノ
国
や
江
差
、
青
森
の

船
乗
り
た
ち
が
寛
延
期
か
ら
安
政
期

ま
で
百
年
以
上
に
わ
た
っ
て
書
い
た

も
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
う
ち
五

点
を
紹
介
す
る
。

寛
延
四
年
末
九
月
吉
日
清
吉
、
紋

次
郎
、
与
之
吉
、
え
之
助
、
右
四
良
、

豊
松
、
松
之
助
、
え
治
、
円
平
、
口
口
、

人
数
拾
人

天
保
五
年
二
月
八
日
参
中
侠
奥
州

松

前

上

ノ

国

村

中

嶋

弥

八

船

中



嘉
永
五
年
壬
子
口
月
、
一
ハ
日
当
地

安
着
仕
侠
口
口
口
口
口
海
上
安
全
順
風

二
被
成
下
度
侠
此
所
江
さ
ん
け
い
い
た

し
侠
臭
州
松
前
亀
田
郡
福
山
城
下
臭

の
巴
峯
口

安
政
四
巴
年
三
月
七
日
朝
当
所
江

入
船
仕
侠
参
詣
津
軽
青
森
番
所
海

上
安
全
稲
荷
九

安
政
四
年
丁
巳
三
月
十
日

A
W
賀
式

意
明
日
神
様
御
神
霊
ラ
エ
キ
ッ
ス
ヂ
日

和
待
任
侠
其
時

ω神
威
神
社
の
神
殿

!'J 

神
威
神
社
の
神
殿
（
写
真
一
左
頁
）
は
、

青
森
米
町
の
彫
刻
師
・
佐
々
木
定
五
郎

の
作
で
、
総
桧
材
に
極
彩
色
の
金
箔

薄
塗
り
、
金
具
は
京
都
に
特
別
注
文

し
た
も
の
で
あ
る
な
ど
、
神
殿
建
築

と
し
て
非
常
に
価
値
が
高
い
と
い
わ

れ
る
。
こ
の
神
殿
は
、
明
治
三
（
一
八

七
O
）
年
に
美
園
町
の
福
井
子
之
助
が

所
有
す
る
弁
財
船
で
青
森
か
ら
運
ば

れ
た
も
の
で
あ
る
。

福
井
子
之
助
は
、
鯨
伝
習
館
ヤ
マ

シ
メ
番
屋
を
建
て
た
初
代
福
井
重
治

郎
の
義
父
に
あ
た
る
。
神
威
神
社
は
、

寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
に
出
稼
ぎ
の

漁
民
が
社
殿
を
再
建
し
た
が
、
拝
殿

の
み
で
神
殿
が
な
か
っ
た
た
め
、
明
治

三
年
に
漁
業
者
た
ち
の
寄
付
に
よ
っ

て
建
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

青
森
県
大
町
の
支
配
役
の
内
手
代

で
あ
っ
た
岡
本
豊
吉
を
通
じ
て
神
殿

！ 
積丹神社（積丹町大字日司町）

Eヨ

の
注
文
契
約
を
結
ぶ
と
、
こ
の
神
殿

の
運
搬
を
来
岸
町
の
小
川
五
郎
兵
衛

と
、
美
園
町
の
福
井
子
之
助
が
運
送

す
る
と
申
し
出
た
の
で
、
ど
ち
ら
を

指
名
す
る
か
が
困
難
に
な
り
神
社
で

お
み
く
じ
を
し
て
決
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
青
森
と
海
産
物
の

取
引
を
し
て
い
た
福
井
子
之
助
に
決

定
し
た
と
い
う
。

同
年
六
月
中
旬
、
福
井
子
之
助
が

所
有
す
る
十
五
反
の
弁
財
船
で
青
森

か
ら
の
帰
り
に
積
み
込
み
、

三
厩
港

で
日
和
待
ち
し
、
潮
流
の
烈
し
い
三
つ

の
潮
を
乗
り
切
っ
て
松
前
に
渡
り
、

茂
津
多
岬
、
弁
慶
岬
、
神
威
岬
を
通

行
し
、
来
岸
港
へ
向
か
っ
て
帆
走
し

た
が
、
強
風
の
た
め
、
美
国
船
澗
に

入
港
し
た
。
青
森
か
ら
来
岸
ま
で
の

搬
送
は
北
前
船
航
路
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が

活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

凶
北
前
船
寄
港
地
ゆ
か
り
の

銘
酒
「
神
威
鶴
」

積
丹
の
銘
酒
「
神
威
鶴
」
は
、
北

神威神社の神殿

『積丹町史』（1980）より

「和合丸Jの船絵馬明治31(1898）年4月22日奉納。

奉納者は「日司村鱈釣連中」（寸法312×418mm)

弁財潤（神恵内村）

練伝習館ヤマシメ番屋
（積丹町大字美園町）

陸
と
積
丹
、
小
樽
、
三
つ
の
北
前
船

寄
港
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
銘
酒
で
あ

る
。
神
威
鶴
は
、
明
治
十
九
（

一
八
八

六
）
年
に
積
丹
町
余
別
で
白
方
商
店
を

開
業
し
た
石
川
県
出
身
の
白
方
輿
次

郎
が
故
郷
の
米
と
余
別
川
の
水
を
用

い
て
同
二
十
四
年
に
誕
生
さ
せ
た
銘

柄
で
あ
る
。
神
威
鶴
は
地
元
の
積
丹

町
余
別
で
は
「
ツ
ル
」
と
呼
ば
れ
て

親
し
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
白
方
商
店
は
造
り
酒
屋

を
営
み
、
大
正
五
（

一
九

一
六
）
年
に
醸

造
元
を
小
樽
の
奥
沢
に
移
転
し
た
。

昭
和
初
期
に
は
白
方
酒
造
は
札
幌
と

旭
川
に
も
支
店
・
分
店
を
構
え
、
神

威
鶴
と
と
も
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

後
に
小
樽
の
田
中
酒
造
が
神
威
鶴
の

商
標
権
を
買
い
取
り
、
醸
造
・
販
売

し
て
い
る
。

同
積
丹
の
船
絵
馬

後
志
に
多
数
の
船
絵
馬
が
あ
る
こ

と
は
、
北
海
道
開
拓
記
念
館
の
学
芸

員
、
林
昇
太
郎
氏
の
一
連
の
論
文
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
地
元
で
は
ほ

銘酒「神威鶴」

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
現
地
調

査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
で
は

三
つ
の
神
社
に
十
五
面
の
船
絵
馬
が

残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

積
丹
町
日
司
町
に
あ
る
積
丹
神
社

に
は
六
面
の
船
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て

い
る
。
「
和
合
丸
」
を
描
い
た
も
の

が
二
面
あ
り
、
う
ち
一
面
に
は
奉
納

年
と
奉
納
者
が
記
載
さ
れ
、
「
明
治

三
十

一
年
四
月
二
十
二
日
」
「
日
司

村
鱈
釣
連
中
」
と
あ
る
。
奉
納
者
は

「
鱈
釣
連
中
」
で
、
買
い
積
み
経
営

中
心
の
狭
義
の
北
前
船
主
で
は
な
い

よ
う
だ
が
、
同
形
式
の
船
絵
馬
で
あ

る
。
そ
の
他
の
船
絵
馬
は
、
弁
財
船

一
面
、
洋
式
帆
船
二
面
、
蒸
気
船

一

一
面
で
、
洋
式
帆
船
の
奉
納
年
は
大

正
三
（
一
九

一
四
）
年
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
多
様
な
船
型
の
船
が
活
躍
し

て
お
り
、
弁
財
船
だ
け
が
北
前
船
で

は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

来
岸
町
の
神
威
神
社
の
船
絵
馬
は
、

洋
式
帆
船
三
面
、
蒸
気
船

一
面
で
あ

る
。
洋
式
帆
船
の
う
ち
二
面
の
奉
納

年
は
大
正
期
で
、
奉
納
者
は
積
丹
以

外
に
「
函
館
市
梶
町
三
番
地
清
水
長

次
」
と
い
う
函
館
の
船
主
の
名
前
も

み
ら
れ
る
。
入
胴
町
の
稲
荷
神
社
に

は
五
面
の
船
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
お

り
、
弁
財
船
一
面
、
洋
式
帆
船
一
面
、

蒸
気
船
三
面
で
あ
る
。
青
森
県
の
船

主
が
奉
納
し
た
も
の
が
二
面
あ
る
。

川
弁
財
澗

神
恵
内
は
、
積
丹
ブ
ル

l
の
海
岸

線
が
続
く
国
道
2
2
9
号
が
絶
景
ス

ポ
ッ
ト
と
し
て
名
高
く
、
美
し
い
夕

日
、
海
産
物
な
ど
豊
か
な
自
然
を
満

喫
で
き
る
が
、
歴
史
文
化
も
奥
深
く
、

様
々
な
北
前
船
の
ゆ
か
り
が
の
こ
る
。

国
道
2
2
9
号
沿
い
の
弁
財
澗
大
橋

は
そ
の
名
の
通
り
、
弁
財
船
す
な
わ

ち
北
前
船
が
出
入
り
し
て
い
た
場
所

で
あ
る
。
松
浦
武
四
郎
「
再
航
蝦
夷

日
誌
」
に
は
「
弁
才
ト
マ
リ
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
。

当
時
、
積
丹
半
島
沖
は
難
所
で
遭

難
が
多
発
し
て
い
た
。
神
恵
内
墓
地

に
は
弁
財
澗
遭
難
者
慰
霊
之
塔
・
記

念
碑
が
あ
る
。
明
治
二
十
四
（

一
八
九

一
）
年
、
北
陸
と
山
陰
か
ら
来
た
五
隻

の
弁
財
船
が
弁
財
澗
に
停
泊
中
、
大

時
化
に
遭
っ
て
沖
に
流
さ
れ
乗
員
二

十

一
名
が
死
士
し
、
同
年
八
月
四
日
、

犠
牲
者
を
供
養
す
る
た
め
に
慰
霊
塔

と
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
た
。
慰
霊
塔

は
弁
財
船
の
横
柱
（
ケ
ヤ
キ
）
で
作
ら

れ
て
い
る
。
当
初
、
弁
財
澗
岬
に
建

立
さ
れ
た
が
、
昭
和
六
十

一
（
一
九
八

六
）
年
八
月
二
十
日
、
神
恵
内
墓
地
に

移
転
し
、
記
念
碑
の
横
に
設
置
さ
れ

た
。
現
在
で
は
慰
霊
塔
の
文
字
は
ほ

と
ん
ど
読
み
取
れ
な
く
な
っ
て
い
る

が
、
記
念
碑
に
は
遭
難
者
の
名
前
と

出
身
地
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

遭難船名と出身地・犠牲者数

－週一蹴』ーー叩直＇ jjf;.---mヨ
三百 l［越中国石田村 ｜｜ 富山県黒部市 店~

加賀国安宅町 石川県小松市

隠岐園美田村

2名

4名

3名

3名

島根県西ノ島町

富山県富山市

石川県加賀市

越中国東岩瀬町

加賀固黒崎村

正運丸

焼芙丸

神通丸

栄宝丸

越
中
国
石
田
村
で
北
前
船
交
易
を

は
じ
め
た
船
主
の

一
人
と
し
て
、
浜
松

与
三
左
衛
門
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

神
恵
内
沖
で
の
遭
難
者
に
は
浜
松
姓

の
船
乗
り
が
三
名
含
ま
れ
て
お
り
、

関
係
者
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

石
田
の
資
料
に
は
、
宮
崎
善
四
郎
の
持

ち
船
に
「
喜
宝
丸
」
の
名
が
あ
り
、
道

難
し
た
船
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

石
田
で
は
北
海
道
へ
の
移
住
者
が
多

く
、
北
前
船
に
よ
る
北
海
道
と
の
つ

な
が
り
の
深
さ
が
伺
え
る
。



」~~－－’
西の河原極楽まつり
『カムイナイJ(No.13/1994年）より。

奉納者は木下漁業部 ・木下寅吉。奉納年は不明（寸法578×785mm)「喜宝丸」の船絵馬

厳島神社（神恵内村大字神恵内村）

凶
西
の
河
原

神
秘
の
霊
場
と
し
て
知
ら
れ
る
西

の
河
原
に
は
、
難
破
船
の
犠
牲
者
を

供
養
す
る
た
め
に
租
ら
れ
た
お
堂
や

地
蔵
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
石
の
塔
な

ど
が
あ
る
。
か
つ
て
は
船
で
行
く
こ

と
が
で
き
た
が
、
現
在
で
は
毎
年
六

月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
る
「
西
の
河

原
極
楽
ま
つ
り
」
以
外
は
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
秘
境
と
な
っ
て
い

る
。
「
時
化
の
兆
し
が
あ
る
と
地
蔵

が
浜
を
見
回
る
」
と
い
っ
た
伝
説
が

い
く
つ
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

西
の
河
原
に
は
、
石
仏
二
体
、
金

物

一
体
、
木
仏
一
体
、
比
較
的
新
し

い
小
さ
な
石
仏
が
数
体
あ
る
。
金
仏

は
栖
原
屋
角
兵
衛
が
安
置
し
た
と
い

わ
れ
る
。
栖
原
屋
角
兵
衛
の
所
有
船

が
難
破
し
た
際
、
多
数
の
溺
死
者
が

出
た
た
め
、
後
に
金
仏
三
体
を
北
前

船
に
積
ん
で
運
び
、
神
恵
内
の
西
の

河
原
、
岩
内
の
浜
中
、
余
市
に
安
置

し
て
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
っ
た
と
い

う
話
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

同
神
恵
内
の
船
絵
馬

前
述
の
林
昇
太
郎
氏
の
論
文
に
は
、

神
恵
内
の
厳
島
神
社
と
珊
内
稲
荷
神

社
の
船
絵
馬
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

現
地
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
残
っ
て

い
る
の
は
厳
島
神
社
の

一
面
の
み
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
珊
内
稲
荷

神
社
で
は
以
前
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ

た
と
い
う
。

厳
島
神
社
の
船
絵
馬
は
「
喜
宝
丸
」

を
描
い
た
も
の
で
、
奉
納
者
は
「
木
下

漁
業
部
・
木
下
寅
吉
」
。
奉
納
年
は

不
明
で
あ
る
。
喜
宝
丸
は
木
下
寅
吉

の
第
二
の
持
船
で
明
治
四
十
年
頃
に

就
航
し
た
と
伝
わ
る
。
境
内
の
狛
犬

は
明
治
四
十
四
年
に
木
下
寅
吉
が
奉

納
し
た
も
の
で
、
喜
宝
丸
の
船
長
が

藤
木
次
郎
吉
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

厳
島
神
社
は
、
慶
長
八
（

一
六
O
三
）

年
に
創
記
さ
れ
、
承
応
元
（

一
六
五
二
）

年
、
漁
業
や
航
海
の
安
全
を
祈
願
し
、

国
海
神
社
、
讃
岐
国
金
毘
羅
宮
か
ら

諸
神
を
杷
っ
た
と
い
う
海
の
つ
な
が
り

の
由
緒
を
持
つ
。
明
治
四
年
、
社
号
を

厳
島
神
社
に
改
称
し
た
。

凶
神
恵
内
村
郷
土
資
料
館
の

北
前
船
関
連
資
料

神
恵
内
村
郷
土
資
料
館
（
神
恵
内
村

大
字
神
恵
内
村
）
に
は
神
恵
内
の
歴
史

文
化
に
関
す
る
資
料
が
約
四
百
点
展

示
さ
れ
て
い
る
。
北
前
船
関
連
資
料

と
し
て
新
潟
産
の
焼
酎
徳
利
（
明
治
期
）

が
展
示
さ
れ
、
船
箪
笥
や
尾
道
産
の

酢
徳
利
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

平
成
二
年
十
二
月
二
十
五
日
、
神

恵
内
青
少
年
旅
行
村
の
入
口
に
高
さ

十
五

m、
幅
二
十
五

m
の
北
前
船
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
た
。

当
時
、
北
前
船
は
開
拓
の
先
駆
者
た

ち
の
象
徴
で
、
そ
の
心
意
気
を
受
け
継

ぎ
、
新
た
な
船
出
の
シ
ン
ボ
ル
と
し

て
村
を
明
る
く
照
ら
し
出
す
と
言
わ

れ
て
い
た
。
今
後
、
あ
ら
た
め
て
神

恵
内
と
北
前
船
の
深
い
ゆ
か
り
が
再

発
見
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。新潟産の焼酎徳利（明治期）

神恵内村郷土資料館
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